
福
田
首
相
が
無
責
任
に
政
権
を
投
げ

出
し
ま
し
た
。
背
景
に
、
自
公
政
治
の

行
き
詰
ま
り
、
引
く
も
進
む
も
出
来
な

い
立
ち
往
生
状
態
が
あ
り
ま
す
、

①
「
構
造
改
革
」
ー
ー

非
正
規
雇
用
の
拡
大
、
社

会
保
障
の
改
悪
、
投
機
マ

ネ
ー
暴
走
容
認
の
政
治
。
経
済
政
策

の
軸
足
を
大
企
業
か
ら
家
計
に
移
す

大
転
換
が
必
要
で
す
、

②
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
に
自
衛
隊

を
海
外
派
兵
す
る
政
治
ー
ー
テ
ロ
に

戦
争
で
対
応
す
る
や
り
方
の
転
換
が

必
要
で
す
。

自
公
政
治
の
悪
政
で
、
市
民

が
苦
し
ん
で
い
る
と
き
、
市
民

の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
市
民

生
活
を
守
る
た
め
に
全
力
あ
げ

る
の
が
自
治
体
の
仕
事
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
廃

止
も
見
直
し
も
「
自
治
体
に
と
っ

て
は
迷
惑
」
と
い
う
市
長
。
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
宇
治
市
政

に
「
満
足
」
０
・
４
％
、

「
不
満
」
６
割
を
超
え
ま
す
。

国
と
宇

治
か
ら
政

治
の
転
換

を
実
現
し

ま
し
ょ
う
。

夏
取
り
組
ん
だ
子
ど
も
医

療
費
な
ど
の
学
習
会
。

通
院
も
就
学
前
ま
で
無
料

に
必
要
な
財
源
は
わ
ず
か
４

千
２
百
万
円
。
宇
治
市
の
一

般
会
計
５
４
５
億
円
で
す
か

ら
、
年
収
５
４
５
万
円
の
家

庭
な
ら
月
３
５
０
円
程
度
の

支
出
で
す
。
府
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
宇
治
市
財
政
な
ら
実

現
で
き
ま
す
。

「
南
部
で
で
き
て
い
な
い

の
は
宇
治
だ
け
」

と
訴
え
れ
ば
、
快

く
署
名
に
応
え
て

く
れ
る
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

国で「対決」、地方で

「大連立」では政治の転

換はできません。政党の

構えが問われます。

網の自治体は、
就学前まで通
院・入院無料。
久御山・宇治
田原は通院も
入院も小学卒
業まで無料。



税金や国保料など負担は増えましたか
人数 比率

増えた 552 66.3%
増えていない 80 9.6%
分からない 146 17.5%
未記入 54 6.5%

合計 832 100.0%

京
都
弁
護
士
会
は
８
月
28

日
、
京
都
府
知
事
な
ど
４
知

事
に
天
ヶ
瀬
ダ
ム
再
開
発
な

ど
の
淀
川
水
系
河
川
整
備
計

画
案
に
つ
い
て
意
見
書
を
送

り
ま
し
た
。

国
交
省
（
整
備
局
）
の
計

画
案
の
発
表
は
河
川
法
の
法

的
義
務
（
流
域
委
員
会
の
最

終
意
見
を
聴
く
法
的
義
務
）

に
反
し
て
お
り
、
国
交
省
に

対
し
「
計
画
案
の
再
提
示
」

を
求
め
て
い
ま
す
。
計
画
案

の
再
提
示
が
あ
る
ま
で
知
事

意
見
を
述
べ
る
べ
き
で
な
い

と
し
て
い
ま
す
。

久
保
田
宇
治
市
長
は
、
８

月
19
日
付
け
京
都
新
聞
で
、

国
交
省
（
整
備
局
）
が
流
域

委
員
会
の
最
終
意
見
を
待
た

ず
強
引
に
計

画
案
を
示
し

た

こ

と

に

「
整
備
局
の

結
論
は
む
し

ろ
遅
す
ぎ
た
ぐ
ら
い
。
批
判

覚
悟
で
決
断
し
た
こ
と
に
は

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。
国
交
省
が
法

的
義
務
に
反
し
て
強
引
に
進

め
る
こ
と
に
「
エ
ー
ル
を
送

る
」
と
い
う
の
は
、
市
長
と

し
て
見
識
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

久
保
田
市
政

も
長
き
過
ぎ
た
。

初
志
を
忘
れ
、

市
民
を
な
め
て

来
て
い
る
。
交

代
す
べ
き
。

（
70
才
代
・
男
）


